
市民経済委員会委員長報告書  

 

令和７年３月２４日  

 

 市民経済委員会に付託されました議案５件について、審査の過程におけ

る各委員からの討論及び審査結果について、審査経過順に報告します。  

 初めに、議案第２５号「流山市国民健康保険条例の一部を改正する条例

の制定について」について報告します。  

 本案は、急患等として保険医療機関等を受診した被保険者に係る保険料

の納付について、資力の活用が可能となるまでの間、最長１年の徴収猶予

を可能とするものです。  

 審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致をもって、

可決すべきものと決定しました。  

 次に、議案第２２号「令和６年度流山市国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）」について報告します。  

 本案は、決算的見地から、歳出では特定健康診査に係る委託料等を減額

し、歳入では繰入金の減額等、所要の補正を行うもので、既定の歳入歳出

予算総額から、それぞれ２，５１３万８千円を減額し、１４８億３６０万

３千円とするものです。  

 審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致をもって、

可決すべきものと決定しました。  

 次に、議案第２１号「令和７年度流山市国民健康保険特別会計予算」に

ついて報告します。  

 本案は、保険給付費、事業費納付金等の所要額を計上し、これらの財源

として国民健康保険料、県支出金、一般会計からの繰入金等をもって充て、

歳入歳出予算総額を対前年度比２億４，６０５万８千円、１．７％減の

１４４億５，９４８万３千円とするものです。  

 審査の過程における討論として、  

１  ２点要望し、賛成の立場で討論する。  

 令和７年度の平均被保険者数は、前年度比１，１７０名減の２７，８７０

名、４％減の見込みである。  

 保険料収入では、保険料率改定により前年度比２億２，８４３万４千円

増の３２億４，７６９万２千円と見込んでいる。料率改定の被保険者への

周知やご理解をいただくよう努力していただき、納付困難な方へは、引き

続き個々の所得や生活状況等を踏まえた、きめ細やかな納付相談を実施し



ていただくよう要望する。  

 また、決算補填等目的の繰入金、いわゆる赤字繰入については、３億

４，８５５万３千円を見込んでおり、１億２，０３５万２千円の増加とな

ったが、前年度は、財政調整積立基金から５億３千万円の取り崩しがあっ

た上、令和７年度は、国民健康保険料の見直しをもってのことであるため、

厳しい財政状況の中での執行部の努力は評価できる。  

 歳出面では、一般管理費をはじめ、連合会負担金、療養費、出産育児一

時金、特定健康診査等事業など国民健康保険特別会計予算は、適正に執行

できる予算と判断した。  

 当該会計の健全化に向けて、引き続き赤字繰入の解消を計画的に取り組

んでいただくことを要望し、賛成とする。  

２  １点要望し、賛成の立場で討論する。  

 本市においては、常住人口が増加しているものの、国民健康保険被保険

者数は減少傾向にあり、その中でも医療費負担の大きい高齢者の占める割

合が多い状況にある。また、千葉県に納める事業費納付金の納付額が令和

７年度は減額となったものの、依然として高止まり傾向にあり、厳しい財

政運営が続いているものと捉えている。  

 本制度を維持するため、令和７年度より本市においても、保険料の改定

に踏み切るが、医療給付費および高額医療給付費を圧縮するためには予防

策が今後ますます重要であり、質疑を通じて特定健康診査の受診率向上に

向けた取り組みを進めることが確認できた。  

 今後、特定保健指導対象者へ発出する通知を改善して頂くことをはじめ、

各種重症化予防策の更なる強化に取り組んでいただくことを要望して、賛

成とする。  

３  １点要望し、賛成の立場で討論する。  

 まず、保険料収入では、令和６年第４回定例会において会派では強く反

対した保険料率の引上げ分が含まれている。現在の市民生活は、円安、エ

ネルギー高、人件費高など、様々な要因で過去に例を見ないほど物価が高

騰している中、多くの市民は家計のやりくりに苦しみ、市民生活を圧迫す

る状況が続いていることから保険料の引上げは「今ではない」という考え

に変わりはない。  

 ただし、今回の予算案は、市民が安心して病院に通うための保険給付費

などの予算が含まれていることも事実である。  

 また、以前から課題として指摘していた柔道整復師等の療養費について

も、二次点検業務委託を引き続き実施し、医療費適正化に努力する姿勢は



確認できた。  

 そのため、今後も市民生活の状況を注視し、市民負担に考慮しながら、

保険制度を運用していただくことを要望し、賛成とする。  

４  ６点指摘し、反対の立場で討論する。  

 反対する理由は、保険料を値上げするからである。また、今年の８月か

らは、高額療養費の上限が引き上げされる予定となっており、市民からは、

「治療をやめて死ねというのか」と悲鳴の声があがっている。経済力の差

で命が選別される事態を国が率先して作り出すとは言語道断、あってはな

らないことであることから以下６点指摘する。  

 １  誰もが払える保険料にするために、引き続き、一般会計からの繰り

入れを行って、高い保険料を引き下げること。  

 ２  市民の命と健康、生存権を守るためにも、医療費全額自己負担とな

らないための取り組みをすること。  

 ３  収納率向上を理由にした生存権を脅かすような強権的な取り立てや、

差し押さえは絶対にしないこと。  

 ４  国民健康保険法第４４条に基づく医療費の窓口一部負担金の減免や、

国民健康保険法第７７条に基づく保険料の減免について、周知徹底と

制度の積極的活用を図ること。  

 ５  市民に寄り添った窓口対応を行い、生活困窮世帯については生活保

護などの制度を案内するために社会福祉課につなげること。  

 ６  社会保障制度である国民健康保険制度に責任を持たなければならな

い国に対し、国庫補助負担金の大幅増額と、高額療養費の上限引き上

げの凍結を国に求めること。  

 以上、６点指摘し、反対とする。  

 がありました。  

 採決の結果、５対１をもって、可決すべきものと決定しました。  

 次に、議案第２４号「令和６年度流山市後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）」について報告します。  

 本案は、決算的見地から、歳出では後期高齢者医療広域連合納付金を減

額し、歳入では一般会計からの繰入金を減額するもので、既定の歳入歳出

予算総額から、それぞれ２，０３５万９千円を減額し、３１億６，２１１

万３千円とするものです。  

 審査の過程における討論は特になく、採決の結果、全会一致をもって、

可決すべきものと決定しました。  

 最後に、議案第２３号「令和７年度流山市後期高齢者医療特別会計予算」



について報告します。  

 本案は、後期高齢者医療広域連合への保険料の納付金、被保険者の管理

及び保険料収納に要する経費等の所要額を計上し、これらの財源として後

期高齢者医療保険料、一般会計からの繰入金等をもって充て、歳入歳出予

算総額を対前年度比１億２，７８５万円、４．０％増の３３億１，１１９

万６千円とするものです。  

 審査の過程における討論として、  

１  １点要望し、賛成の立場で討論する。  

 本予算は、前年度と比較して１億２，７８５万円増の３３億１，１１９

万６千円の歳入歳出予算である。歳入では、後期高齢者医療保険料が全体

の８４．５％、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金が全体の９６．８

％であり、適正に執行できる予算と判断した。  

 保険料収納の滞納繰越分については、引き続き、きめ細やかな納付相談

に応じていただき、大切な保険料を納付していただくよう要望し、賛成と

する。  

２  １点指摘し、反対の立場で討論する。  

 医療を受ける権利を７５歳という年齢で区切る差別的な制度そのものに、

わが党は一貫して反対である。２年ごとに保険料の値上げが繰り返され、

長生きするほど負担が増えていくこの制度は、後期高齢者だけでなく、こ

れから高齢期を迎える現役世代にとっても老後の不安が募る国民いじめの

制度である。また、令和７年度は、保険料の値上げはないとはいえ、最高

限度額の激変緩和措置もなくなり、医療費の窓口負担割合の配慮措置もな

くなることから、高齢者の負担は、増える一方である。  

 際限のない負担増をこれ以上、高齢者に強いるべきではない。高齢者の

命と健康を守る制度にするべきだと指摘して反対とする。  

 がありました。  

 採決の結果、５対１をもって、可決すべきものと決定しました。  

以上  

 


